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はじめに 

富山県におけるヘビ類の記録は，８種（海

棲種を含むと 10 種）が報告されている（森

ら,2009）．そのうち，「レッドデータブック

とやま 2012」に記載されているのは，タカ

チホヘビ Achalinus spinalis とシロマダラ

Dinodon orientale の２種で準絶滅危惧種

に指定されている（富山県，2012）．両種の

発 見 例 は 少 な く ， 近 年 で は ， 森 ら

（2009.2010.2011.2012.2013.2014）の報告

で，タカチホヘビが０例，シロマダラが２

例（森ら，2009），富山県生物学会の富山県

小河川流域調査による調査で１例（福田，

2013）の計３例のみである．  

今回，タカチホヘビを黒部市浜石田で１

個体，魚津市湯上で１個体，シロマダラを

魚津市湯上で１個体確認した．黒部市にお

けるタカチホヘビの記録は，植木（1966）

が旧宇奈月町阿曽原で確認した１例のみで

本記録が２例目である．また，魚津市にお

いては，両種とも本記録が初記録である．

記録の少ない両種において情報の蓄積は重

要だと考えられるため，その詳細を報告す

る． 

確認個体と考察 

タカチホヘビ科 Xenodermatidae 

タカチホヘビ 

 Achalinus spinalis 

 

 

①確認日時：2015 年５月 25 日 13 時頃 

確認場所：富山県黒部市浜石田(標高 1.5ｍ) 

 

確 認 者：不破光大 

全  長：148 ㎜ 

備    考：用水路内で死体を発見． 

 

②確認日時：2015 年６月 10 日 20 時頃 

確認場所：富山県魚津市湯上（標高 23ｍ） 

全  長：137 ㎜ 

確 認 者：草間 啓 

備  考：ロードキルを発見． 

 

ナミヘビ科 Colubridae 

シロマダラ 

 Dinodon orientale 

 

確認日時：2015 年９月 18 日 12 時頃 

確認場所：富山県魚津市湯上（標高 22ｍ） 

確 認 者：伊串祐紀 

全  長：152 ㎜ 

備  考：ロードキルを発見． 

 

タカチホヘビは，本州，四国，九州など

の平地から山地まで生息し，全長 30～60 ㎝

と小型のヘビで，地中性で夜行性のため，

実際の生息数からすると発見例が少ないと

されている（内山ほか，2002）．富山県内で

は，丘陵や山地で稀に見られる（南部，2001）． 
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①は，用水路内で魚類の採集時に死体が混

獲されたことから用水路に落水したか， 上

流から流下してきたものと考えられた．本

種の成体は背中線上に黒いラインがはっき

りでるのが特徴で（内山ら，2002），本個体

は全身が黒っぽいので幼体と考えられた．

②の発見場所は山麓に近く，路上に侵入し，

車に轢かれたと考えられた．本種のふ化直

後の幼体は全長約 135 ㎜（松橋・富田，2007）

ということから，本個体（137 ㎜）はふ化

して間もないと考えられ，周辺で繁殖した

可能性が高い． 

シロマダラは，北海道，本州，四国，九

州などの平地から山地まで様々な環境に生

息し，夜行性で個体数は多いとは言えない

ため，捕獲されると話題になることもある

（内山ら，2002）．富山県内では，平野部，

丘陵，山地で時々見られる（南部，2001）． 

本個体を確認した場所は山麓に近く，路上

へ侵入し，車に轢かれたと考えられた． 
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①タカチホヘビ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②タカチホヘビ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シロマダラ 

－29－ 


